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提案したい新しい共通教養科目の内容
仮題：「本から本へ」飛び歩いて、知の構築のためのト　
レーニングをしよう
ここでは、複数の教員がそれぞれに1種類の本だけを
数冊そろえているブック･カフェー街を作っていて、学生
が好みの店に立ち寄るイメージから、講義を立ち上げた
い。店の主である教員は、「お薦めの本」について語り、
必要があればその内容のバックグラウンドとなっている
ものについての講義をする。学生は、きままに選んだ４
つの店での「聞く・読む・書く・語る」ことを通して、本
が持つ知との出会い、教員との出会い、著者との出会い、
同じ本を読んだ友人との出会いを重ねることで、大学で
学ぶことの意味を自分で築き上げてほしい。
具体的な内容として次のようなことを考えます。
１）文京地区で２０名程度の教員が担当する。
２）教員がめいめいに、新入生に読んで欲しいと思う図
書（文庫本に制限する）を1冊推薦して、実際に５
冊から１０冊程度を共通教育センターが用意し、図書
館が管理をする。
３）学生が推薦図書の中から３コマごとに1冊ずつを選
んで、４冊の図書を次々と読んでいく。
４）教員は３コマを一組として、自分の推薦図書を選ん
だ学生に、
１回目）選んだ理由を話したり、その図書が持ってい
る内容の背景にあるものなどを講義する（学生はこの
あと1週間のうちに図書を読んでおく。）
２回目）問題提起をしてその図書を選んだ学生全員と
教員が議論したり、感想を述べあったりする。時間
があれば、レポートを書かせて、添削するなど、書
くことのための訓練をする。
３回目）その図書を読んで得たこと、思ったこと、面
白かったことなど、人に伝えたいと思うことを書い
て、レポートをつくり、プレゼンテーションに相当
する作業をする。
やり方は本の内容、教員の好みなどにあわせて自由で
よいと思います。
５）1回目の授業を全体の説明に充てて、最後の1コマを
まとめのレポートを書く時間にしたり、最もおもし
ろかった本についてスピーチをするなどに充てる。
教員の数だけ教室を必要とするが、図書館を含めて、
学科の会議室など、空き部屋を利用することでカ
バーできると予想します。
GLPの概要
上に書きましたのは、生物応用化学科が学科全体で
２００４年からやってきている読書の取り組み、Green
Leaves Project（GLP）を共通教育に発展させるひとつ
の提案です。私たちはこの２年間、GLPを新入生の大学
教育入門セミナーの学科別プログラムとしてやっていま
す。そのきっかけや内容についてこれまでに、図書館の
広報誌に書いたり、FDフォーラムで発表したりしてきま
したので、詳しくは述べません。プロジェクトの概要は、
1）教員が新入生に読ませたい図書を、メッセージを添
えて推薦し、実際に1組５冊の図書を用意する。
２）新入生は1冊目の図書として助言教員推薦の図書を読
んで、宿泊研修でこの図書の宣伝ポスターを作る。
３）２週間に1冊ずつこれまでに推薦された図書の中から
選んで読んで、A４判１ページに最もおもしろかった
こと、もっと調べてみたいと思ったことを書いて、
推薦した教員に提出する。
４）教員はコメントをつけて返す。これを５回やってい
ます。
実際にはこれで終わりではなく、1年後期･２年前・後
期・３年前期と読書を取入れて、２０冊程度を読んでい
ますが、特に３年では、それまでの読書の経験と専門で
学習したことを頭の中で総動員して読むような本格的な
「科学読みもの」に挑戦しています。GLP継続についての
アンケートでは、ほとんどの学生が継続を薦めてくれる
という集計の結果を素直に喜んで受け取ることにして、
学科の取り組みとは別に、一つの発展の仕方として、上
に書いたような共通教養科目の新設を考えました。その
背景として、GLPをやってみてわかったことがあります。
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まず、文京地区の全学から、まんべんなく先生を集め
て、この講義を構成するのがよいと思う理由を述べます。
入学して1年間、本を全く読まなかった学生が３０％、
1冊だけ読んだ学生が２０％、という７０名の学生と授業
をやっていく自信がない、やりたくない、という私のい
わば身勝手から、私は読書を講義に取り込みました。大
きな特徴は、しばしば見かける「推薦図書」に留まるの
ではなく、図書を実際に用意して、本当に読んでもらう、
そのためには、読んだら必ず面白いと思える本を選ぶ、
という、真剣勝負の気持ちがありました。そして、2年
前期の講義を終わった段階で、学生の多くが、初めはい
やだったがだんだん面白くなってきた、はじめはたいへ
んだったけどだんだんすらすら読めるようになってきた、
と書いてきたのを見て、私は、これを1年前期から、学
科の全員の先生が推薦する図書でと考えました。
実際に学科としての取り組みを始めて、先生方が推薦
する書名と推薦のメッセージが集まるにつれて、私はと
ても興奮しました。それは学生時代に下宿の先輩が私の
ために一緒に読んでくれたエンゲルスの「自然弁証法」
の「量から質への転換」を思い起こさせるものでした。私
が一人で、真剣勝負などと意気込んで選んでいたときと
全く異なる、さまざまなジャンルの図書が寄せられまし
た。ですから、専門が異なる先生方が推薦することで、
さらにジャンルがひろがることは明らかです。
次に、推薦するだけではなく、図書を用意して、レ
ポートを書かせて、本当にここまでやる必要があるのか、
ということについて述べます。
生協の読書マラソンでトップランナーとしてゴールし
た学生が書いてくれたことが、本を読まない新入生につ
いての私の認識を一変させました。「入学はしたものの、
何を勉強してよいのかわからずに、気持ちだけが勉強し
なくてはと焦るばかりだった。」というのです。そして、
「もし何をしてよいかわからない時間があれば、本を読む
こと。それを教えてくれたのがGLPでした。」と言って
もらえた影には、やはり、本の内容が多様でありながら、
とりつきやすいという、学科の教員が真剣に選んだとい
う秘密が隠れていたと思います。
もう一つの新入生の生の声は、「自分たちはいろんなこ
とをたくさん勉強してきたから、すぐにも遺伝子組み換
えなどの専門科目の実験をして、専門の学問ができると
思った」というものです。そして、自信満々だったのに、
1冊の推薦図書を読んだだけで、「自分は何も知らないこ
とを痛感した．．．．」と多くの学生が書いてきました。小
説以外の本を読んだことはないのでたいへんだったとい
うのも、ほとんどの学生が共通に書いてきたことです。
この講義では新入生にとっての本との出会いが人との
出合いでもあることを重要なことと考えています。
私の場合、「エンゲルスと下宿の先輩」に限らず、本は
人との付き合いの仲立ちをするものでした。同じ下宿の
中でも、文科系の学生とは詩集を持ち寄って読み合うと
いうようなことが、私達の年代は当たり前でした。そし
て実は、GLPでも、推薦図書が、新入生が友達を作るた
めの仲立ちになっていることが見て取れたのです。３年
生になると、同じ本を読んで議論をしあう仲間もできて
いることがわかりました。「本から本へ」が専門以外の教
員との出会い、学部･学科の異なる友達との出会いの仲立
ちになることを期待する気持ちがあります。
「本から本へ」の新設が成功するか否かは、学生にとっ
てちょうどよい、すなわち難しすぎずに知的な好奇心を
呼び起こす内容の本を選ぶ、という、選び手の手腕にか
かっていることは、GLPで得た一番の結論でした。専門
領域に根ざしながら、領域を超えて広く読んで欲しいと
願う本が集まる時、「本から本へ」の本領が発揮されるこ
とは言うまでもありません。
次の壁は、図書の費用だとおもいます。教員が変わる
たびに図書を変えるのもたいへんです。図書を変えずに、
教員を変えることが可能な選び方を工夫する必要がある
かもしれません。
先日の「共通教育フォーラム」で「全員出動」は今や当
たり前といったことが出されましたが、学生に本を通し
て多くのことを伝えられるとお考えの先生方の積極的
なご意見を頂きたいと思います。
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